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〔  〕自分に当てはまる・そう思う項目に○を、強くそう思う項目に◎を記入。（   ）数値やことば・文を記入。 

 

 １．聞こえにくさの程度   
  聴力レベル 左耳 (    )dB  右耳(    )dB  補聴器や人工内耳をつけた時(   )dB 
 

 ２．難聴の程度の分類             左耳     右耳    補聴器や人工内耳をつけた時 
    正常範囲          ～24dB  〔  〕  〔  〕  〔  〕 
  軽度難聴：  25 dB～39dB  〔  〕  〔  〕  〔  〕 
  中等度難聴： 40 dB～69dB  〔  〕  〔  〕  〔  〕 
  高度難聴：  70 dB～89dB  〔  〕  〔  〕  〔  〕 
  重度難聴：  90 dB～    〔  〕  〔  〕  〔  〕 
 

 ３．聞こえにくさの特徴 
  〔  〕低い音より高い音がより聞こえにくい。 
  〔  〕高い音より低い音がより聞こえにくい。 
  〔  〕大きな音がひどくうるさく感じる。 例えばどんな音が？(               ）               

  
 ４－ａ 会話の音声が聞こえるかどうか？（静かな場所で、家族との日常会話。） 
                    左耳   右耳   補聴器や人工内耳をつけた時 
  ほとんど聞こえる                〔  〕  〔  〕  〔  〕 
  時どき聞こえないところがある。  〔  〕  〔  〕  〔  〕 
  時どき聞こえることころがある。   〔  〕  〔  〕  〔  〕 
  ほとんど聞こえない。           〔  〕  〔  〕  〔  〕 
 

 ４－ｂ 会話の内容が、聞いて分かるかどうか？（静かな場所で、家族との日常会話。） 
                    左耳   右耳   補聴器や人工内耳をつけた時
  ほとんど分かる                   〔  〕  〔  〕  〔  〕  
  時どき分からないことばがある。  〔  〕  〔  〕  〔  〕   
  話題を知っていれば何とか分かる。 〔  〕  〔  〕  〔  〕 
  時どき分かることばがある。        〔  〕  〔  〕  〔  〕 
  ほとんど分からない。              〔  〕  〔  〕  〔  〕  
 

 ５．テレビや放送、電話の音声が分かるかどうか。（補聴器や人工内耳をつけた時） 
                ほとんど分かる  一部分かる  ほとんど分からない 
  テレビの音声の話している内容   〔  〕   〔  〕   〔  〕  
  電話の音声の話している内容   〔  〕   〔  〕   〔  〕        
  館内放送の音声の話している内容 〔  〕   〔  〕   〔  〕 
  マイク、スピーカを通した音声  〔  〕   〔  〕   〔  〕  
   

６．いつごろから、どのような原因で聞こえにくくなったか？ 
  いつごろから？  〔  〕生まれつき  （  ）歳ぐらいから （       ）の後から。 

  原因は？     〔  〕原因は不明   原因は（                  ） 
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〔  〕自分に当てはまる・そう思う項目に○を、強くそう思う項目に◎を記入。（   ）数値やことば・文を記入。 

 

 １．補聴器や人工内耳をつけているか？ 
   右耳に〔  〕補聴器をつけている 〔  〕人工内耳をつけている 〔  〕つけていない 
   左耳に〔  〕補聴器をつけている 〔  〕人工内耳をつけている 〔  〕つけていない 
   特殊な補聴器をつけているか？ 
  〔  〕骨導補聴器 〔  〕埋め込み式骨伝導補聴器（ＢＡＨＡ） 〔  〕ＣＲＯＳ補聴器 
 

 ２．主に使っているコミュニケーション手段 
  〔  〕音声言語による会話（主に耳で聞いて、その他の手段も使いながら理解している。） 
  〔  〕音声言語による会話（主に口の動きを見て、その他の手段も使いながら理解している。）  

  〔  〕書記言語による会話（主に筆談で、その他の手段も使いながら理解している。） 
  〔  〕手話言語による会話（主に手話で、その他の手段も使いながら理解している。） 
 

 ３．コミュニケーション援助手段 
  〔  〕ＦＭワイヤレスマイクを活用することがある。 
  〔  〕デジタルワイヤレス補聴援助システム（ロジャー）を活用することがある。 
  〔  〕音声認識アプリ（ＵＤトーク）を活用することがある。 
  〔  〕聴覚障害者コミュニケーション支援アプリ（こえとら）を活用することがある。 
  〔  〕要約筆記を活用することがある。 
  〔  〕手話通訳を活用することがある。 
  〔  〕ノートテイクを活用することがある。 
  〔  〕その他（                                  ） 
 

 ４．遠距離コミュニケーションの手段 
  〔  〕電話を使っている。 
  〔  〕電子メールを使っている。 
  〔  〕LINEを使っている。 
  〔  〕ファックスを使っている。 
  〔  〕電話リレーサービスを使っている。 
  〔  〕その他（                                  ） 
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〔  〕自分に当てはまる・そう思う項目に○を、強くそう思う項目に◎を記入。（   ）数値やことば・文を記入。 

 

 １．補聴器や人工内耳をつけているか？ 
   右耳に〔  〕補聴器をつけている 〔  〕人工内耳をつけている 〔  〕つけていない 
   左耳に〔  〕補聴器をつけている 〔  〕人工内耳をつけている 〔  〕つけていない 
   特殊な補聴器をつけているか？ 
  〔  〕骨導補聴器 〔  〕埋め込み式骨伝導補聴器（ＢＡＨＡ） 〔  〕ＣＲＯＳ補聴器 
 

 ２．主に使っているコミュニケーション手段 
  〔  〕音声言語による会話（主に耳で聞いて、その他の手段も使いながら理解している。） 
  〔  〕音声言語による会話（主に口の動きを見て、その他の手段も使いながら理解している。）  

  〔  〕書記言語による会話（主に筆談で、その他の手段も使いながら理解している。） 
  〔  〕手話言語による会話（主に手話で、その他の手段も使いながら理解している。） 
 

 ３．コミュニケーション援助手段 
  〔  〕ＦＭワイヤレスマイクを活用することがある。 
  〔  〕デジタルワイヤレス補聴援助システム（ロジャー）を活用することがある。 
  〔  〕音声認識アプリ（ＵＤトーク）を活用することがある。 
  〔  〕聴覚障害者コミュニケーション支援アプリ（こえとら）を活用することがある。 
  〔  〕要約筆記を活用することがある。 
  〔  〕手話通訳を活用することがある。 
  〔  〕ノートテイクを活用することがある。 
  〔  〕その他（                                  ） 
 

 ４．遠距離コミュニケーションの手段 
  〔  〕電話を使っている。 
  〔  〕電子メールを使っている。 
  〔  〕LINEを使っている。 
  〔  〕ファックスを使っている。 
  〔  〕電話リレーサービスを使っている。 
  〔  〕その他（                                  ） 
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〔  〕自分に当てはまる・そう思う項目に○を、強くそう思う項目に◎を記入。（   ）数値やことば・文を記入。  

 

  

  〔  〕人の声の大きさの変化によって、聞こえたり聞こえなかったりする。 
  〔  〕話し手との距離の変化によって、聞こえたり聞こえなかったりする。 
  〔  〕周りに騒音があるかないかによって、聞こえたり聞こえなかったりする。 
  〔  〕後ろから話し掛けられると聞こえない。 
  〔  〕聞こえにくい耳の側から話しかけられると聞こえない。 
  〔  〕どの方向から音が聞こえてくるかが分からない。  
  〔  〕どのような場合でも、人の話す声はほとんど聞こえない。 
  〔  〕その他（                                  ） 

  
  

  〔  〕ゆっくりとした話は理解しやすいが、早口の話は理解しにくい。 
  〔  〕話し手の口の動きが見えると理解しやすいが、見えないと理解しにくい。 
  〔  〕知っていることばは理解しやすいが、初めて聞くことばは理解しにくい。 
  〔  〕テーマがつかめると理解しやすいが、テーマがつかめないと理解しにくい。 
  〔  〕話し相手が一人だと理解しやすいが、相手が複数だと理解しにくい。 
  〔  〕よく知っている人の話は理解しやすいが、知らない人の話は理解しにくい。 
  〔  〕文字の手掛かりがあると理解しやすいが、手掛かりがないと理解しにくい。 
  〔  〕手話があると理解しやすいが、音声会話だけだと理解しにくい。 
  〔  〕人の話を理解しようと集中するが、集中力が切れると理解できなくなる。 
  〔  〕気持ちが落ち着いているときは理解できるが、不安になると理解できなくある。 
  〔  〕その他（                                  ） 

  

 ３－ａ 心の負担（人と会話することについて） 
  〔  〕初めての集まりに参加して、強い緊張や不安（ストレス）を感じたことがある。 
  〔  〕人と会話するときに、強い緊張や不安（ストレス）を感じたことがある。 
  〔  〕人と会話することを恐れて、会話をさけようとしたことがある。 
  〔  〕その他（                                  ）  

 

 ３－ｂ 心の負担（学校や職場の中で） 
  〔  〕みんなの会話の中にうまく入ることができず、困ったことがある。 
  〔  〕無視したつもりはないのに、「無視した」と言われる。 
  〔  〕自分が周りの人々から、一人外れていると感じたことがある。 
  〔  〕その他（                                  ）     

  
 ４．体の負担  
  〔  〕大きな音を長時間聞くと体調が悪くなる。 どのようになる？（         ） 

  〔  〕人と会話するにはエネルギーが必要で、長時間会話をしてすごく疲れたことがある。 
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〔  〕自分に当てはまる・そう思う項目に○を、強くそう思う項目に◎を記入。（   ）数値やことば・文を記入。  
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  〔  〕テーマがつかめると理解しやすいが、テーマがつかめないと理解しにくい。 
  〔  〕話し相手が一人だと理解しやすいが、相手が複数だと理解しにくい。 
  〔  〕よく知っている人の話は理解しやすいが、知らない人の話は理解しにくい。 
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  〔  〕自分が周りの人々から、一人外れていると感じたことがある。 
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 １．周りの人に理解や協力を求めるか、求めないか。 
  〔  〕自分に難聴があることを、周りの人に知られたくない。 
  〔  〕自分に難聴があることを理解してほしいが、特別扱いはしてほしくない。 
  〔  〕自分に難聴があることを理解してほしい。様々な協力をしてほしい。 
        
 ２．会話の手段について 
  〔  〕声を出して会話してほしい。＜音声会話＞ 
  〔  〕文字に書いて会話してほしい。＜筆談＞  
  〔  〕手話や指文字を使って会話してほしい。＜手話＞ 
        
 ３．会話の仕方についての協力 
  〔  〕少し大きめの声で、ゆっくり、はっきりと話してほしい。 
  〔  〕あまり大きな声で、区切って話す話し方は、かえって分かりにくい。 
  〔  〕顔を見て、正面から話してほしい。 
  〔  〕できれば静かな場所で話してほしい。 
  〔  〕周りがうるさい場所では、聞こえやすい（　左・右　）耳の近くから話してほしい。  
  〔  〕皆で話し合ったことの要点をまとめて説明してほしい。 
  〔  〕できるだけ、文字に書いて会話してほしい。 
  〔  〕できれば周りの人々に、日常必要な手話を少しずつ覚えてほしい。 
  〔  〕その他（                                  ）  

 

 ４．コミュニケーション援助手段の活用について 
  〔  〕必要に応じて、ロジャーを使ってほしい。 
  〔  〕必要に応じて、ＵＤトーク（または、こえとら）を使ってほしい。 
  〔  〕必要に応じて、要約筆記者の派遣を要請してほしい。 
  〔  〕必要に応じて、手話通訳者の派遣を要請してほしい。 
  〔  〕必要に応じて、ノートテイカーをつけてほしい。 
  〔  〕授業や講義、会議では、板書やプレゼンを多用してほしい。 
  〔  〕話し合い学習やゼミ、ミーティングでは、紙に書くことを多用してほしい。 
  〔  〕電話の替わりに、電子メールやファックスを使ってほしい。 
  〔  〕校内放送や社内放送の内容を説明してほしい。 
  〔  〕緊急事態や災害時に、状況を説明してほしい。 
  〔  〕その他（                                  ）  
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（研究課題名：人工内耳装用者の支援センター機関のモデル化事業と発達段階別 PDCAサイクル基本型の構築） 


